
　
第
47
回
全
改
協
通
常
総
会
開
催
報
告

　
令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
概
要

　
令
和
6
年
度
事
業
説
明
会
議
の
開
催

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン

（
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面
）

（
三
面
）

（
三
面
）

（
四
面
）

紙面から

い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
の
状
況
、
金
融
問
題
、

そ
し
て
元
日
に
は
能
登
地
方
に
大
き
な

地
震
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
水
道
も
復
旧
し

て
い
な
い
地
域
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

酪
農
乳
業
界
に
お
い
て
も
、
輸
入
飼

料
や
燃
料
、
諸
経
費
の
高
騰
に
よ
り
、

酪
農
経
営
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
牛
乳
販
売
店
業
界
に

お
い
て
も
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
顧

客
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
全
改
協

の
会
員
で
あ
る
都
道
府
県
流
改
協
の

組
織
運
営
に
も
課
題
が
多
い
現
状
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
ど
も
全
改
協
の
大
き
な
使

命
は
、
全
国
の
加
盟
店
が
、
消
費
者
と

直
接
接
点
を
持
ち
、
地
域
密
着
に
よ
る

「
元
祖
宅
配
」で
あ
る
配
送
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
牛
乳
乳
製
品
を
通
じ
て
健
康
を
お

届
け
す
る
、
と
い
う
、
1
0
0
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
こ
の
業
態
を
維
持

し
発
展
さ
せ
、
飲
用
牛
乳
の
消
費
を
拡

大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
今
年
度
も
、
加
盟
店
の
み
な
さ
ま
の
た

め
の
事
業
を
行
い
、
各
都
道
府
県
流
改
協

の
事
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
牛
の
よ
だ
れ
」
と
い
う
言
葉
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
牛
の
よ
だ
れ
の

よ
う
に
細
く
長
く
いつ
ま
で
も
続
い
て
い
る
こ

と
の
例
え
と
し
て
使
わ
れ
る
慣
用
句
で
す
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
、「
商
い
は
牛

の
よ
だ
れ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
商
売
は
、

細
く
長
く
続
く
牛
の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
、

気
長
に
辛
抱
強
く
続
け
る
べ
き
で
あ
り
、

決
し
て
、
早
く
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し
て

焦
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
商
売
上
の
戒

め
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち
牛

乳
販
売
店
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る

業
種
だ
と
感
じ
ま
す
。
冒
頭
に
も
触
れ
ま

し
た
が
、
ま
れ
に
見
る
円
安
、
乳
価
の
上

昇
、
顧
客
離
れ
、
過
疎
化
、
経
営
者
従

業
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
、
人
材

不
足
、
他
業
種
参
入
、
人
件
費
高
騰
、
と
、

私
た
ち
を
と
り
ま
く
悪
条
件
は
ま
さ
に
牛

の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
地
道
に
、
辛
抱
強
く
、
商
売

を
続
け
る
牛
乳
販
売
店
が
、
日
本
全
国

に
加
盟
店
以
外
も
含
め
、
ま
だ
数
千
単

位
で
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
売
拡
大
を
急
ぐ

あ
ま
り
、
牛
乳
宅
配
業
に
適
用
さ
れ
る

特
定
商
取
引
法
に
違
反
す
る
過
激
な
営

業
活
動
に
よ
り
、
行
政
か
ら
、
業
務
停

止
命
令
と
い
う
、
大
変
重
い
行
政
処
分

を
受
け
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
対

象
の
事
業
者
は
全
改
協
加
盟
店
で
は
な

い
も
の
の
、
こ
の
事
件
に
対
し
、
私
た
ち

の
業
界
の
危
機
と
捉
え
、
た
だ
ち
に
当

該
管
轄
で
あ
る
消
費
者
庁
に
赴
き
、

全
改
協
が
平
成
27
年
に
制
定
・
公
表
し

て
い
る
「
牛
乳
販
売
店
の
宅
配
に
関
す
る

自
主
規
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
も
と
に
、
全

国
の
加
盟
店
の
地
道
な
経
営
努
力
の
現

状
を
説
明
し
、
業
界
団
体
と
し
て
引
き

続
き
法
令
遵
守
に
取
り
組
む
旨
報
告
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
全
国
牛
乳
流
通
改
善
協
会

は
、
前
身
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀

に
わ
た
り
、
全
改
協
の
加
盟
店
に
少
し
で

も
明
る
い
未
来
を
、
希
望
を
お
見
せ
す
べ

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
は
補
助
事
業
は
な

く
独
自
事
業
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
の
ち
ほ
ど
実

施
の
ご
承
認
を
仰
ぎ
ま
す
が
、
代
表
的

な
事
業
で
あ
る
「
牛
乳
販
売
店
の
優
良

事
例
発
表
お
よ
び
表
彰
事
業
」
を
は
じ

め
と
し
、
酪
農
乳
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
農

林
水
産
省
、
関
係
各
団
体
、
そ
し
て
乳

業
メ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
仰
ぎ

つ
つ
、
業
界
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
み

を
続
け
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

む
す
び
に
、
加
盟
店
の
皆
さ
ま
の
益
々

の
反
映
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
開
会
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

挨
　
　
拶

一般
社
団
法
人

全
国
牛
乳
流
通
改
善
協
会
　
会
長

木
納 

雅
康 

氏

役
員
改
選
、

正
会
員
会
費
を
改
定

状
出
席
、
権
利
行
使
届
含
む
37
名
の
出

席
が
あ
り
、
全
改
協
定
款
第
19
条
お
よ

び
総
会
運
営
規
程
第
７
条
に
よ
り
成
立
い

た
し
ま
し
た
。
白
羽
副
会
長
か
ら
の
開
会

宣
言
が
あ
り
、
次
い
で
木
納
会
長
か
ら
開

会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
い
て

農
林
水
産
省
、
賛
助
会
員
、

乳
業
メ
ー
カ
ー
、
関
係
諸
団

体
か
ら
お
招
き
し
た
来
賓
を

紹
介
し
、
来
賓
を
代
表
し
て

農
林
水
産
省
畜
産
局
牛
乳

乳
製
品
課　

白
尾
課
長
補
佐
、

一
般
社
団
法
人
J
ミ
ル
ク　

内
橋
専
務
理
事
、
森
永
乳
業

　

浮
田
市
乳
統
括
部
長
の
お

三
方
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
（
次
項
以
降
に
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

議
長
に
京
都
府
流
改
協　

福
冨
会
長
、
議
事
録
署
名
人

に
秋
田
県
流
改
協
加
藤
会
長
、

岐
阜
県
流
改
協
大
島
会
長
を
選
任
し
て

議
事
に
移
り
ま
し
た
。

　

議
事
は
、冒
頭
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、

令
和
5
年
度
の
事
業
、
次
い
で
令
和
5
年

度
決
算
を
報
告
し
、
質
疑
等
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
会
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
各
流
改
協
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
加

盟
店
数
、
都
道
府
県
別
の
飲
用
牛
乳

購
入
量
、
都
道
府
県
の
人
口
を
指
標

と
し
て
算
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
と
、
実
態
に
合
わ

せ
る
た
め
、
都
道
府
県
別
の
加
盟
店
数

に
一
加
盟
店
あ
た
り
の
会
費
単
価
を
乗

じ
る
会
費
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
会
費
単
価
は

1,
2
0
0
円
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

を
行
い
ま
し
た
。
総
会
に
て
役
員
候
補
が

承
認
さ
れ
た
あ
と
別
室
に
て
理
事
会
を

開
催
し
、会
長
以
下
副
会
長
、専
務
理
事
、

常
務
理
事
の
各
役
職
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
す
べて
、
前
期
か
ら
役
職
を
引
き
継

ぎ
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
新
た
に

南
山
理
事
、
上
野
理
事
、
北
本
監
事
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
本
年
度
の
事
業
内
容
、
予
算
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
宮
嵜
副
会
長
の

閉
会
の
辞
を
も
って
総
会
本
会
議
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、　

・
令
和
5
年
度
の

事
業
報
告　

・
令
和
5
年
度
の
決
算
報

告　

・
会
費
の
見
直
し　

・
役
員
改
選

　

・
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
報
告　

を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
定
数
38
名
に
対
し
て
委
任

一
、
開
会
の
辞

一
、
会
長
挨
拶

一
、
来
賓
祝
辞

　
　
　
（
農
林
水
産
省
・Ｊ
ミ
ル
ク
・
森
永
乳
業
）

一
、
議
長
選
任

一
、
議
事
録
署
名
人
選
出

一
、
議
案
審
議

　
　
　
第
一
号
議
案

　
　
　
　
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書
承
認
の
件

　
　
　
第
二
号
議
案

　
　
　
　
令
和
五
年
度
決
算
報
告
書
承
認
の
件

　
　
　
第
三
号
議
案

　
　
　
　
会
費
見
直
し
の
件

　
　
　
第
四
号
議
案

　
　
　
　
役
員
改
選
の
件

　
　
　
第
五
号
議
案　

　
　
　
　
令
和
六
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
お
よ
び
収
支
予
算
書
報
告
の
件

一
、
閉
会
の
辞

一
、
開
会
の
辞

一
、
会
長
挨
拶

一
、
来
賓
祝
辞

　
　
　
（
農
林
水
産
省
・Ｊ
ミ
ル
ク
・
森
永
乳
業
）

一
、
議
長
選
任

一
、
議
事
録
署
名
人
選
出

一
、
議
案
審
議

　
　
　
第
一
号
議
案

　
　
　
　
令
和
五
年
度
事
業
報
告
書
承
認
の
件

　
　
　
第
二
号
議
案

　
　
　
　
令
和
五
年
度
決
算
報
告
書
承
認
の
件

　
　
　
第
三
号
議
案

　
　
　
　
会
費
見
直
し
の
件

　
　
　
第
四
号
議
案

　
　
　
　
役
員
改
選
の
件

　
　
　
第
五
号
議
案　

　
　
　
　
令
和
六
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
お
よ
び
収
支
予
算
書
報
告
の
件

一
、
閉
会
の
辞

第
　
回
全
改
協
通
常
総
会
開
催

第
　
回
全
改
協
通
常
総
会
開
催
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第
四
十
七
回
通
常
総
会
　
議
事
次
第

第
四
十
七
回
通
常
総
会
　
議
事
次
第

役
員
改
選
、

正
会
員
会
費
を
改
定

一般
社
団
法
人
全
国
牛
乳
流
通
改
善
協
会
（
全
改
協
）
は
、
去
る
6
月
7
日

（
金
）、
第
47
回
通
常
総
会
を
東
京
・
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
４7
回
通
常
総
会
に
あ
た
り
、
開
会

の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
日
は

ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
賓
、
正

会
員
、
賛
助
会
員
の
関
係
各
位
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
法
上
の
5
類
に
移
行
さ
れ
、
日

常
生
活
に
大
き
な
制
限
が
か
か
る
こ
と

が
な
く
、
本
日
通
常
総
会
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
外
の
状
況
は

会
　
長

副
会
長

副
会
長

専
務
理
事

常
務
理
事

常
務
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

監
　
　
事
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長

副
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長
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長
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事

常
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理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
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事
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事
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雅
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白
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恵
司
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浩

家
村
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伊
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恵
祐

中
島
　
保
廣

新
井
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猪
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志
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司
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第
47
回
通
常
総
会
の
開
催
を
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。
J
ミ
ル
ク
の
事
業
推
進
に

あ
た
り
、
日
頃
よ
り
、
会
員
各
位
な
ら
び

に
役
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
特
段
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
法
上
の
分
類
が
5
類
に
移
行
し
一
年

が
経
過
し
、
現
在
は
訪
日
外
国
人
数
が

一
ヶ
月
に
3
0
0
万
人
を
超
え
る
と
い
う

現
状
で
、
外
食
、
ホ
テ
ル
、
旅
行
業
は
そ

の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、一方
で

私
た
ち
酪
農
乳
業
界
に
とって
は
、
34
年

ぶ
り
の
円
安
の
進
行
に
よ
り
、
輸
入
飼

料
、エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
す
べ
て
の
コ
ス
ト
が

高
止
ま
り
と
な
り
、
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
酪
農
家
の
戸
数
は
、
コ
ロ

ナ
前
の
2
0
1
9
年
か
ら
5
年
間
で

3,
0
0
0
戸
が
廃
業
し
、
経
営
環
境
は

悪
化
し
、
将
来
の
経
営
基
盤
の
存
続
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
長
引
く
物
価
高

　

第
47
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
日
ご
参

会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

か
ら
我
が
国
の
酪
農
・
乳
業
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
、
宅
配
業
を
通
じ

た
牛
乳
乳
製
品
の
安
定
供
給
と
消
費
拡

大
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
重
ね
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
牛
乳
の
需
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
3
年
の
い
わ
ゆ
る〝
巣
ご
も
り
需
要
〞

時
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
は
5
%
程
度
落
ち

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
安
い
加
工
乳
に

需
要
が
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

J
ミ
ル
ク
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
需
給
見
通

し
に
よ
り
ま
す
と
、
本
年
度
の
牛
乳
の
消

費
は
対
前
年
比
1
0
0
%
と
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
も
の
の
、
需
要
減
退
を
招
か

ぬ
よ
う
、
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
消

費
拡
大
の一
環
と
し
て
、
先
ほ
ど
木
納
会

長
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
J
ミ
ル
ク

等
が
実
施
し
て
い
る
「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
農
林
水
産
省
と
し
て
も

応
援
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト

は
、
酪
農
乳
業
業
界
以
外
か
ら
も
参
加

し
て
い
る
の
が
優
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
企
業
、
自
治
体
、

団
体
等
、
7
0
0
近
く
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

業
界
の
枠
を
超
え
、
牛
乳
の
P
R
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
牛
乳
の

の
中
で
、
消
費
者
の
生
活
意
識
の
高
ま

り
か
ら
、
価
格
改
定
後
の
牛
乳
乳
製
品

の
消
費
に
つい
て
は
、
残
念
な
が
ら
低
調

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
月
か
ら

一
人
当
た
り
4
0,
0
0
0
円
の
定
額
減

税
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、一方
本
格
的
な 

夏
を
前
に
、
電
気
料
金
も
値
上
が
り
と

な
り
、
酪
農
乳
業
に
と
っ
て
は
ま
た
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

　

牛
乳
の
需
要
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
学
校
給
食
に
お
き
ま
し
て
、
供
給
価

格
の
引
き
上
げ
か
ら
、
給
食
費
に
占
め
る

牛
乳
価
格
の
高
ま
り
を
理
由
と
し
て
、

供
給
日
数
の
変
更
、
代
替
飲
料
の
提
供

と
い
う
事
例
も
散
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
牛
乳
利
用

で
も
、
低
価
格
の
加
工
乳
や
、
白
物
飲
料

への
動
き
と
い
う
例
も
伺
って
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
政
府
に
お
か
れ
て
も
関

連
法
の
成
立
を
踏
ま
え
、
食
糧
の
安
定
、

農
業
の
所
得
向
上
に
向
け
た
動
き
が
重
要

と
伺
って
お
り
ま
す
。
酪
農
乳
業
者
が
期

待
す
る
コス
ト
転
嫁
、
最
適
な
生
産
を
確

保
す
る
価
格
と
、
事
業
者
、
消
費
者
が

牛
乳
乳
製
品
を
活
用
す
る
価
格
と
の
間
に

は
ギ
ャッ
プ
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

J
ミ
ル
ク
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
牛
乳

乳
製
品
に
対
す
る
世
間
の
評
価
が
価
格

に
追
いつ
く
よ
う
に
、
牛
乳
の
栄
養
価
値
、

健
康
価
値
、
酪
農
乳
業
への
共
感
性
を
高

め
る
情
報
の
発
信
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

神
様
が
与
え
て
く
れ
た
、
栄
養
豊
富
で

バ
ラ
ンス
の
取
れ
た
価
値
あ
る
牛
乳
乳
製
品

を
安
定
的
に
供
給
し
、
栄
養
や
食
糧
に
か

か
わ
る
社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
、

消
費
者
の
皆
さ
ま
の
理
解
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
1
日
は
「
牛
乳
の
日
」、
6
月
は

「
牛
乳
月
間
」
で
す
。
J
ミ
ル
ク
と
し
て
は
、

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
で
酪
農
乳
業
者
と

牛
乳
フ
ァン
が
つ
な
が
り
あ
う
S
N
S
上
の

企
画
「
ミ
ル
ク
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
を
は
じ
め

と
し
て
、「
牛
乳
で
スマ
イ
ル
プ
ロ
ジェク
ト
」、

「
土
日
ミ
ル
ク
」
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
関
係
す
る
皆
さ
ま
に
各
種
ツ
ー
ル
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
盟
店
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

契
約
の
継
続
や
新
規
開
拓
等
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
ミ
ル

ク
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
特
徴
は
、
酪
農
、

乳
業
、
流
通
販
売
、
消
費
者
と
つ
な
が
り
、

そ
し
て
相
互
に
依
存
し
て
、
乳
の
社
会
的
・

経
済
的
価
値
を
実
現
さ
せ
て
い
る
点
に
あ

り
ま
す
。
消
費
者
は
、
特
徴
あ
る
も
の
、

な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
も
の
、
価
値
や

物
語
を
語
れ
る
も
の
を
求
め
る
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
J
ミ
ル
ク
と
し
ま
し

て
も
、
全
改
協
の
加
盟
店
の
皆
さ
ま
が
、

特
徴
的
な
商
品
と
と
も
に
、
物
語
と
し
て

語
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
す
る
こ
と
に

よ
って
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
私
ど
も
が
開
発
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
に
つ
い
て
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
心
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
J
ミ
ル
ク
は
、酪
農・生
産
者
、乳
業
メ
ー

カ
ー
、
牛
乳
販
売
店
で
組
織
さ
れ
た
団
体

で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
厳
し
い
状
況
を一丸

と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
行
け
る
よ
う
、
最

大
限
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
最
後
に
、

全
国
牛
乳
流
通
改
善
協
会
お
よ
び
販
売

店
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
さ
ま
の
御
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
総
会
開
催
の

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

祝
　
辞

農
林
水
産
省
畜
産
局

牛
乳
乳
製
品
課
課
長
補
佐白

尾 

紘
司 

氏

祝
　
辞

一般
社
団
法
人
J
ミ
ル
ク

専
務
理
事

内
橋 

政
敏 

氏

消
費
拡
大
の
輪
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
6
月
は
牛
乳
月
間
で

ご
ざ
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
に
は
、

「
消
費
者
の
部
屋
」
と
い
う
ブ
ー
ス
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
６
月
1
日
か
ら
の
一
週

間
は
牛
乳
を
特
集
し
、〝
牛
乳
で
食
卓

に
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
〞と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

飲
む
だ
け
で
は
牛
乳
の
消
費
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
の
で
、
料
理
への
提
案
と
し

て
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た
り
、
ふ
だ
ん
な
か

な
か
す
る
機
会
の
な
い
「
牛
乳
の
飲
み

比
べ
」
が
で
き
る
よ
う
、
例
え
ば
牛
乳
、

乳
飲
料
、
加
工
乳
で
こ
れ
だ
け
味
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
を
比
べ
ら
れ
る
よ
う
な

イ
ベン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
で
、
微
力
な

が
ら
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

し
た
。
お
役
所
の
固
い
ブ
ー
ス
で
し
か
も

昼
休
み
だ
け
の
開
設
な
の
で
、
通
常
は

1
日
に
1
0
0
人
も
来
訪
者
が
あ
れ
ば

い
い
方
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
牛
乳
を
取
り
上
げ
た
一
週
間
は

い
つ
も
の
倍
、一
日
約
2
0
0
人
、一
週

間
で
約
1,
0
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

牛
乳
は
や
は
り
興
味
を
持
って
も
ら
え
る

ア
イ
テ
ム
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
加
盟
店
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
て
は
、
日
頃
か
ら
消
費
者
と
の
つ

な
が
り
を
持
た
れ
て
い
る
と
い
う
、
牛
乳

販
売
店
独
自
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
宅
配
な
ど
、

創
意
工
夫
の
あ
る
取
り
組
み
を
加
え
、

さ
ら
に
は
地
域
の
見
守
り
機
能
な
ど
、

牛
乳
販
売
店
な
ら
で
は
の
、
毎
日
、
地

域
密
着
と
い
う
形
態
が
守
ら
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
牛
乳
販
売
店
の
役
割
を
超
え

て
、
地
域
に
根
ざ
す
取
り
組
み
が
営
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
各
地
域
に
お
い
て

全
改
協
を
中
心
と
し
て
そ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
消
費
者
の
信
頼
確

保
と
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

本
日
ご
列
席
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
、「
商
い
は
牛

の
よ
だ
れ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
商
売
は
、

細
く
長
く
続
く
牛
の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
、

気
長
に
辛
抱
強
く
続
け
る
べ
き
で
あ
り
、

決
し
て
、
早
く
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し

て
焦
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
商
売
上
の

戒
め
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。
私
た
ち

牛
乳
販
売
店
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
て
は
ま

る
業
種
だ
と
感
じ
ま
す
。
冒
頭
に
も
触
れ

ま
し
た
が
、
ま
れ
に
見
る
円
安
、
乳
価
の

上
昇
、
顧
客
離
れ
、
過
疎
化
、
経
営
者

従
業
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
、
人
材

不
足
、
他
業
種
参
入
、
人
件
費
高
騰
、
と
、

私
た
ち
を
と
り
ま
く
悪
条
件
は
ま
さ
に
牛

の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
地
道
に
、
辛
抱
強
く
、
商
売
を

続
け
る
牛
乳
販
売
店
が
、
日
本
全
国
に
加

盟
店
以
外
も
含
め
、
ま
だ
数
千
単
位
で
存

在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
売
拡
大
を
急
ぐ
あ

ま
り
、
牛
乳
宅
配
業
に
適
用
さ
れ
る
特

定
商
取
引
法
に
違
反
す
る
過
激
な
営
業

活
動
に
よ
り
、
行
政
か
ら
、
業
務
停
止

命
令
と
い
う
、
大
変
重
い
行
政
処
分
を
受

け
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
対
象
の

事
業
者
は
全
改
協
加
盟
店
で
は
な
い
も

の
の
、
こ
の
事
件
に
対
し
、
私
た
ち
の
業

界
の
危
機
と
捉
え
、
た
だ
ち
に
当
該
管

轄
で
あ
る
消
費
者
庁
に
赴
き
、
全
改
協

が
平
成
27
年
に
制
定
・
公
表
し
て
い
る

「
牛
乳
販
売
店
の
宅
配
に
関
す
る
自
主

規
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
も
と
に
、
全
国
の

加
盟
店
の
地
道
な
経
営
努
力
の
現
状
を

説
明
し
、
業
界
団
体
と
し
て
引
き
続
き

法
令
遵
守
に
取
り
組
む
旨
報
告
し
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
全
国
牛
乳
流
通
改
善
協
会

は
、
前
身
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
に

わ
た
り
、
全
改
協
の
加
盟
店
に
少
し
で
も

明
る
い
未
来
を
、
希
望
を
お
見
せ
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
は
補
助
事
業
は
な
く
独
自

事
業
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

の
事
業
に
つい
て
、
の
ち
ほ
ど
実
施
の
ご
承

認
を
仰
ぎ
ま
す
が
、
代
表
的
な
事
業
で

あ
る
「
牛
乳
販
売
店
の
優
良
事
例
発
表

お
よ
び
表
彰
事
業
」
を
は
じ
め
と
し
、

酪
農
乳
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」
に
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、
農
林
水
産
省
、

関
係
各
団
体
、
そ
し
て
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
業
界
活

性
化
の
た
め
に
取
り
組
み
を
続
け
て
行
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

む
す
び
に
、
加
盟
店
の
皆
さ
ま
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
開
会
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

手前：役員、右側奥：来賓の皆さま

22024年（令和6年）8月26日　第107号　（季刊） 第47回全改協通常総会



　

本
日
は
、
第
47
回
通
常
総
会
の
開
催

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

役
員
、
事
務
局
、
会
員
各
位
に
は
、
日

頃
よ
り
酪
農
乳
業
界
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
酪
農
乳
業
界
は
、
世
界
的
な

原
料
高
騰
や
円
安
、
人
手
不
足
に
よ
る

賃
金
上
昇
や
生
産
量
の
落
ち
込
み
等
に

よ
り
、
複
数
回
の
価
格
改
定
を
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
都
度
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
な
が
ら
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

お
客
さ
ま
に
対
し
て
丁
寧
な
ご
説
明
に

よ
り
理
解
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
牛
乳
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
賛
助
会
員
を

代
表
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
先
般
、
全
改
協
の
橋
本
前
会
長

の
藍
綬
褒
章
受
章
記
念
式
典
に
参
加
い

た
し
ま
し
た
際
、
橋
本
前
会
長
は
、「
今

回
の
藍
綬
褒
章
受
章
は
個
人
で
は
な

く
、
全
改
協
と
い
う
組
織
が
受
章
し
た

も
の
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
、
牛
乳
販
売

店
の
地
位
向
上
な
ら
び
に
環
境
整
備
、

牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん

だ
結
果
で
あ
る
」、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
加
盟
店
の
発
展
と
酪
農
乳
業

界
の
発
展
を
共
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
東
北
に
お
い
て
、
学
校
給
食

用
の
牛
乳
の
異
風
味
の
問
題
が
発
生
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
っ
き
り
し
た
原

因
は
判
明
せ
ず
、
風
味
の
管
理
を
さ
ら

に
厳
格
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
供
給
再

開
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

牛
乳
は
、
工
業
製
品
で
は
な
く
、
生
き

物
が
つ
く
り
だ
す
自
然
の
恵
み
で
す
。

産
地
、
飼
料
、
施
設
、
生
育
環
境
に
よ
っ

て
、
牛
乳
成
分
や
味
、
風
味
も
常
に
変

化
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
消
費
者
の
皆

さ
ま
に
も
も
っ
と
理
解
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

宅
配
に
お
い
て
は
、
加
盟
店
さ
ま

以
外
の
一
部
の
牛
乳
販
売
店
に
よ
る
、

通
常
の
良
識
的
と
は
い
え
な
い
悪
質
な

活
動
に
よ
り
、
通
常
の
営
業
を
行
っ
て

い
る
加
盟
店
さ
ま
の
新
規
顧
客
獲
得

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

新
規
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
お
客
さ
ま
に

ト
ラ
ブ
ル
な
く
牛
乳
乳
製
品
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
以
前
に
も
ま
し
て

重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
新
た
な

手
法
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ま

と
共
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
状
の
市
場
環
境
は
決
し
て
よ
い
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
盟
店
の
皆
さ

ま
の
地
域
へ
の
貢
献
力
、
健
康
情
報
の

発
信
力
、
宅
配
に
か
か
る
イ
ン
フ
ラ
、

雇
用
拡
大
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
我
々

メ
ー
カ
ー
は
各
社
の
強
み
を
活
か
し
、
そ

の
価
値
を
商
品
と
い
う
形
で
提
供
し
、

全
国
の
消
費
者
に
健
康
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
未
来
に
照
準
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
全
国
牛
乳
流
通
改
善
協

会
な
ら
び
に
酪
農
乳
業
界
の
益
々
の
ご

発
展
、
ご
列
席
の
皆
さ
ま
の
ご
繁
栄
と

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝
　
辞

森
永
乳
業
株
式
会
社

理
事
　
市
乳
営
業
統
括
部
長

浮
田 

和
宏 

氏

　

令
和
6
年
度
に
全
改
協
と
し
て
実
施
す
る
予
定
の
事
業
の
う
ち
、
第
47
回
通
常
総

会
に
て
承
認
さ
れ
た
大
き
な
事
業
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
総
会
に

て
承
認
さ
れ
た
事
業
の
ほ
か
に
も
、
政
策
、
酪
農
乳
業
の
動
き
、
社
会
情
勢
、
経
済
情

勢
な
ど
、
そ
の
時
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
、
全
改
協
と
し
て
機
動
的
に
事
業
や
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
の
機
会
に
、

流
改
協
、
マ
ー
ク
協
、
全
改
協
だ
よ
り
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
概
要

ミルクカレンダー 2025

（2）
食
品
等
流
通
合
理
化
緊
急
対
策
事
業

　

加
盟
店
の
皆
さ
ま
が
設
備
や
機
器
、配

達
車
両　
　

宅
配
シ
ス
テ
ム
、冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
等
、冷
蔵
車
両　
　

を
導
入
さ
れ
る

場
合
、そ
の
費
用
軽
減
を
図
る
た
め
、公
益

財
団
法
人
食
品
等
流
通
合
理
化
促
進
機

構
の
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
り
、リ
ー
ス
料

の
利
息
負
担
額
の
軽
減
を
図
る
事
業
で

す
。指
定
リ
ー
ス
会
社
と
の
契
約
に
よ
り
、

リ
ー
ス
費
用
の
2
／
3
を
機
構
が
肩
代
わ

り
す
る
た
め
、リ
ー
ス
の
利
息
の
2
／
3
相

当
分
が
値
引
き
さ
れ
、1
／
3
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
利
息
が
30
万
円
の
場
合
、こ

の
制
度
を
使
え
ば
利
息
は
10
万
円
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
活
用
す
れ
ば
、次
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

・リ
ー
ス
の
採
用
に
よ
り
、設
備
導
入
時
に

多
額
の
資
金
の
準
備
が
不
要

・リ
ー
ス
料
の
支
払
い
だ
け
で
よ
く
、資
産

を
管
理
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、事
務
処

理
の
省
力
化
が
図
れ
る

・
会
計
処
理
上
、リ
ー
ス
資
産
を
計
上
す
る

必
要
が
な
い

　

複
雑
な
手
続
き
は
、全
改
協
の
事
務
局

で
行
い
ま
す
。

　

H
A
C
C
P
に
よ
る
衛
生
管
理
の
た
め

の
設
備
導
入
時
、冷
蔵
車
両
の
導
入
時
、ま

た
環
境
対
応
に
よ
り
E
V（
電
気
自
動
車
）

1

（4）
組
織
活
性
化
事
業

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
、３
つ
の
委
員

会
で
、全
改
協
、流
改
協
全
体
に
つ
い
て
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

①
組
織
検
討
委
員
会　

各
都
道
府
県
の

流
改
協
が
組
織
運
営
を
行
う
う
え
で
の
課

題
と
そ
の
対
策
に
つい
て
検
討
す
る

②
既
存
事
業
の
見
直
し　
「
牛
乳
販
売
店

の
優
良
事
例
発
表
お
よ
び
表
彰
」事
業
、

「
ミ
ル
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
・
あ
っ
せ
ん
」

事
業
に
つい
て
見
直
す

③
全
改
協
が
実
施
す
べ
き
事
業
の
検
討

と
、既
存
事
業
の
見
直
し
、検
討

（3）
研
修
支
援
事
業

　

全
改
協
会
員
で
あ
る
各
都
道
府
県
流
改

協
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
、な
ら
び

に
加
盟
店
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、経
営
に
直

結
す
る
法
令
や
制
度
の
改
正
な
ど
を
正
し

く
知
って
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、流
改
協
に
研
修
会
や
説
明

会
等
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

　

各
流
改
協
が
加
盟
店
様
に
対
し
て
研
修

会
、説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
支
援
し
、

ま
た
内
容
に
よ
っ
て
は
、全
改
協
が
研
修

会
、説
明
会
を
主
催
し
て
全
国
の
流
改
協
、

加
盟
店
さ
ま
に
向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
や
録
画

映
像
で
ご
提
供
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、都
道
府
県
流
改
協
が
主
催
し
て

研
修
会
、説
明
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、

•
全
国
の
加
盟
店
が
視
聴
参
加
で
き
る

よ
う
、内
容
を
録
画
し
公
開
し
ま
す

•
必
要
に
応
じ
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
、広
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す

　

加
盟
店
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
広
く
発

表
し
、加
盟
店
の
皆
様
の
経
営
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
の
事
業
で
す
。多
様
化
し
た

昨
今
の
生
活
様
式
に
対
応
し
、従
来
の
基

本
的
な
宅
配
ス
タ
イ
ル
に
加
え
、新
た
な
営

業
形
態
や
、新
た
な
宅
配
方
式
に
取
り
組

む
加
盟
店
の
事
例
を
発
掘
し
、加
盟
店
の

皆
さ
ま
と
分
か
ち
合
い
、経
営
の
向
上
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、応
募
資
格
を

一
部
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

加
盟
店
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
発
表
店
の
活
動
内
容
、当
日
の
発
表

の
模
様
を
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
過
去
の
内
容
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

牛
乳
販
売
店
の
優
良
事
例
発
表

お
よ
び
表
彰
事
業

令
和
６
年
度
事
業
説
明
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

2

事
業
会
議

3

①
機
関
紙
「
全
改
協
だ
よ
り
」の
発
行

　

機
関
紙
「
全
改
協
だ
よ
り
」に
つい
て
は
、

今
年
度
か
ら
年
3
回
の
発
行
と
い
た
し
ま

す
。全
改
協
の
事
業
内
容
を
中
心
に
、そ
の

ほ
か
加
盟
店
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
情
報
、関

連
す
る
法
律
や
政
府
か
ら
の
情
報
、J
ミ
ル

ク
な
ど
関
係
団
体
か
ら
発
信
さ
れ
る
牛
乳

乳
製
品
や
酪
農
乳
業
界
の
情
報
、そ
の
ほ
か

加
盟
店
の
皆
さ
ま
の
経
営
活
性
化
に
つ
な

が
る
情
報
を
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

②
全
改
協
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

　

都
道
府
県
流
改
協
や
加
盟
店
の
皆
さ
ま

に
全
改
協
か
ら
提
供
す
る
情
報
、必
要
な

文
書
、知
って
い
た
だ
き
た
い
情
報
な
ど
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
掲
載
し
、必
要
に
応
じ
て
文
例

や
書
式
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ

か
常
時
情
報
を
掲
載
し
、一般
に
向
け
て
も

宅
配
牛
乳
や
牛
乳
販
売
店
への
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

広
報
関
連
事
業

4

加
盟
店
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

全
改
協
事
業
の
う
ち
、特
に
、加
盟

店
で
あ
る
牛
乳
販
売
店
の
み
な
さ
ま
に

対
し
て
、直
接
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
感
じ

て
い
た
だ
け
る
事
業
で
す
。

（1）
ミ
ル
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　
制
作
・
斡
旋
事
業

　

牛
乳
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る

全
改
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制

作
し
、加
盟
店
等
を
通
じ
て
お
客
様
に
配

布
し
ま
す
。25
年
版
の
料
理
監
修
は
、お

嫁
さ
ん
と
お
義
父
さ
ん
で
料
理
研
究
家

を
し
て
い
る
小
林
ま
さ
み
さ
ん
と
小
林
ま

さ
る
さ
ん
。毎
日
の
お
や
つ
や
、小
腹
が
空
い

た
時
に
役
立
つ
軽
食
を
「
ま
さ
み
＆
ま
さ

る
の
元
気
が
出
る
！
ミ
ル
ク
お
や
つ
」の
タ

イ
ト
ル
で
紹
介
し
ま
す
。6
種
類
の
、牛
乳

を
使
っ
た
ド
リ
ン
ク
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
お
配
り
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
事
業
（
右
側
の
記
事

「
本
年
度
の
実
施
事
業
に
つい
て
」参
照
）

に
つ
い
て
説
明
す
る
「
令
和
６
年
度
全

改
協
事
業
説
明
会
議
」を
去
る
7
月

5
日
（
金
）、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、流
改
協
会
長
、事
務
局
、

マ
ー
ク
協
、メ
ー
カ
ー
ご
担
当
者
約
４０
名

が
出
席
さ
れ
、ま
た
公
益
財
団
法
人
食

品
等
流
通
合
理
化
促
進
機
構
の
ご
担
当

者
か
ら
、緊
急
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
ご

説
明
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
全
改
協
事
業
に
対
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
導
入
す
る
際
等
に
、ぜ
ひ
利
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
事
業
の
内
容
を
説
明
す
る
会
議

で
す
。こ
れ
ま
で
「
地
区
別
会
議
」と
し
て

全
国
5
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
が
、本
年

度
か
ら
は
こ
れ
を
「
事
業
説
明
会
議
」と

変
更
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。す
で
に
7
月
5
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
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全改協からのお知らせ全改協からのお知らせインフォメーションインフォメーション

スタッフ雇用の契約は、大きく「直接雇用契約」と「業務委託契約」に分かれます。
正社員やアルバイトの「直接雇用契約」の場合は、スタッフに対して労働基準法
が適用されます。例えば時間外勤務手当などの割り増し賃金、労働時間、有給休
暇などの保護を受けます。
また業務での負傷・死亡に対しては保険金が支給されます。スタッフは原則的
に雇用保険・社会保険に加入することになります。
いっぽう「業務委託契約」では、スタッフは個人事業主となり、労働基準法の適
用はありません。残業に対する残業代は支給されませんし、持込車両による仕
事中の負傷・死亡にも労働保険の適用はありません。

令和６年12月2日から、健康保険証は個人番号カード（マイナンバーカード、通称「マイナカード」）と一体化され、それ以降は紙やプラスチック製の単独
の健康保険証は更新発行されません。

マイナンバーカードに、健康保険証の機能を持たせて使うことになります。
なお、令和6年12月2日現在でマイナンバーカードを持っていない場合、「資格確認書」
が発行され、それを使うことができます。

皆さまのお店にとって、働き手を確保する「雇用」は重要な問題です。そして雇用に関しては、
さまざまな法律が関係します。あらためてここで確認しておきましょう。

―単独の健康保険証の新規発行は終了となりますー

雇用の形態についての確認雇用の形態についての確認 各種保険について各種保険について

①「直接雇用契約」と「業務委託契約」

個人事業主として業務に集中させることが可能。
各自の判断と責任により業務遂行が可能。
実績に基づく料金支払いのため、配達費を変動
費と見ることが可能。
保険や労働制約などの管理負担が軽減する。

②業務委託契約にした場合のメリットと注意点

ワンポイント確認

ではどうするの？

「オンライン資格確認システムを導入している医療機関や薬局」でお手続きください。

マイナンバーカードに保険証の機能を持たせるには？

• 新規にかかる医療機関でも過去のデータが伝わります。
• 保険料でまかなわれている医療費の負担が20円少なくなります。
• 限度額以上の医療費の支払いが、「高額療養費制度」の手続きをせずに免除されます。
• 医療費控除が簡単になります。

マイナンバーカードを保険証として使うメリットは？

●マイナンバーカードが健康保険証として利用できるのは、オン
ライン資格確認システムを導入している医療機関と薬局に
限られます。ご利用される医療機関、薬局でご確認ください。
●マイナンバーカードの所有は任意です。マイナンバーカードの
取得、保有に関わる詐欺にご注意ください。

※業務委託契約により、持込車両を使って1本あたり○○円や1軒○○円などを受け取り
　配達業務を請負った場合は営業行為となり、事業用ナンバーが必要です。
　なお、雇用契約による従業員として配達を行う場合の車両は、白ナンバー、黄色ナンバー
　で問題ありません。

※1：業務委託契約は配達車両の持ち込みが条件となります。
※2：委託契約でない場合、１８歳未満従業員の深夜労働（午後１０時～午前５時）は禁

止です。
※3：雇用保険でパート／アルバイトは１ヶ月以上の雇用契約＋週２０時間以上の勤

務の場合に適用。
※4：厚生年金保険・健康保険でパート／アルバイトは社員の３/４の労働時間である

場合に適用。
※5：個人事業主は国民健康保険と国民年金に個人で加入することになります。
※6：営業に必要な許可や届け出は各自治体によって条件が異なりますので、管轄の保

険所に確認願います。

雇用
形態

正社員

パート
・

アルバイト

業務委託
契約

労働
基準法

○

○

×

労災
保険

○

○

×

雇用
保険

○

○

×

厚生
年金

○

○

×

健康
保険

○

○

×

各種
許可届

店舗

店舗

個人

メリット

注意点

• 責任感
• 業務の効率化
• 費用対効果

• 店主の本来業務

• 責任所在が不明確
• 情報漏洩リスク

• 持込車両

ご注意を

例）「令和6年12月以降マイナンバーカードを持っていないと罰金
　  が取られます」
　 「マイナンバーカードの発行をお手伝いしますので手数料を
　  お振り込みください」
などというのはすべて詐欺！！です！！くれぐれもご注意く
ださい。

１ 2

仕事中や通勤途中で被ったケガや病気、障害、死亡に対して給付
される。
労働者が失業した場合に給付される。
老齢時や障害が残ったときの年金や死亡時の遺族年金などの給
付がある。
仕事と関係ない病気やケガ、死亡、出産などについて給付さ
れる。

• 労 災 保 険

• 雇 用 保 険
• 厚生年金保険

• 健 康 保 険

：

：
：

：

契約時に責任の所在を明確化することが必要。
ノウハウや顧客情報の流出防止の契約条項の
明記が必要。
普通車は緑ナンバー、軽自動車は黒ナンバーの
事業用登録が必要。

健康保険証は「個人番号カード（マイナンバーカード）」と一体化になります

お店の従業員の雇用について

※3 ※4 ※4
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